
社会資本総合整備計画（地域住宅支援）　事後評価書
大垣駅周辺の賑わいの創出と都心居住の促進

平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 大垣市

・大垣市中心市街地の休日歩行者及び自転車通行量を９，４００人／日（Ｈ２１）～９，７００人／日（Ｈ２６）に増加する。
・中心市街地の居住人口を７，３２７人（Ｈ２０）～６，４３０人（Ｈ２６）に減少を抑制する。

（H21当初） （H24末） （H26末） ※中間目標は任意
① 大垣市中心市街地の休日歩行者及び自転車通行量を測定する。

　　9,400人／日 - 9,700人／日

② 中心市街地の居住人口を測定する。    （H20当初）
　　　7,327人 - 6,430人

1,610 1,321 10 279
1,590 1,343 10 237

事　後　評　価

○事後評価の実施体制、実施時期

大垣市　内部評価

１．交付対象事業の進捗状況

Ａ　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

1,093
1,113

228
230

1,321
1,343

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

10
10

10
10

番号 備考

1-B-1

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）

種別 種別 対象 間接 H22 H23 H24 H25 H26

33
20

66
66

180

151

279
237

大垣市 直接 大垣市 奥の細道むすびの地地区暮らし・にぎわい再生事業
奥の細道むすびの地記念館整備事業
施設建設　940.9㎡

合計

合計

組合

間接

大垣市

合計

- 大垣駅南街区道水路再整備事業 既設道水路の移設整備 大垣市

備考

一体的に実施することにより期待される効果

事業者

直接 大垣市 - 見取公園整備事業 公園整備　A=628㎡

大垣市

大垣市 - まちなか住宅取得支援事業 利子補給金196件／5ヶ年 大垣市

一般 大垣市

17.3%
14.9%

大垣市ホームページにて公表

平成28年1月

大垣駅南街区市街地再開発事業 地区面積／約1.5ha、延床面積／約25,100㎡

事後評価の実施時期

備考

要素となる事業名(事業箇所）

種別等
全体事業費
（百万円）

効果促進事業費の割合
百万円

1-C-2 住宅 一般 大垣市 直接 大垣市 - 奥の細道むすびの地地区暮らし・にぎわい再生設備事業
奥の細道むすびの地記念
館設備事業

1-C-1 住宅 一般 大垣市

平成28年1月28日

計画の名称

計画の期間 交付対象

中間目標値

定量的指標の現況値及び目標値

事業者 要素となる事業名

百万円

備考

1-A1-1 住宅

計画の目標

　大垣市中心市街地は、平成２１年１２月に中心市街地活性化基本計画の内閣総理大臣認定を受け、行政、中心市街地活性化協議会、地元が一体となった取り組みを進めている。このような中、本市の南の玄関口である大垣
駅南街区では市街地再開発事業の具現化にむけて準備が進められており、まちなかの利便性を活かした良質な住宅の供給による都心居住の推進を目指すことにより、中心市街地の活性化が期待されている。

　　計画の成果目標（定量的指標）

備考
　　定量的指標の定義及び算定式

当初現況値 最終目標値

事後評価の実施体制

全体事業費

1-C-3

全体事業費
（百万円）

事業実施期間（年度）
市町村名

大垣駅南街区市街地再開事業の区域に近く、再開発事業での人口増加に伴う憩いの場の創出と、周辺住民の子育て環境等を向上させる。

全体事業費
（百万円）

事業内容

市町村名種別等 要素となる事業名 事業内容

一般 大垣市 間接 組合

事業内容・規模等事業者

住宅 一般

1-B-1 公園

上段計画　下段実績

公表の方法

交付対象事業

百万円

番号

番号

百万円 Ｂ
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
Ａ Ｃ

大垣市 間接

1-A1-2 住宅 一般



番号 備考

1-C-1

1-C-2

1-C-3

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する

　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 9,700人／日

Ⅱ定量的指標の達成状況 目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 11,864人／日

最終目標値 6,430人

目標値と実績値

に差が出た要因

最終実績値 5,912人

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況

（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

・奥の細道むすびの地記念館の整備により、ＪＲ大垣駅から記念館までの中心市街地を散策する様々な歴史的・文化的観光ルートが確立され、記念館を中心としたイベン
トの開催や積極的なＰＲにより、記念館来場者は60万人を達成（平成27年8月現在）するなど、市内外から中心市街地への誘客の増加により、休日歩行者及び自転車通行量
の増加に繋がった。

奥の細道むすびの地記念館を中心としたイベントの開催や積極的なＰＲにより、市内外から中心市街地への
誘客が増加したため。

再開発ビルが計画期間内での完成に至らず、住宅供給による人口増が見込めなくなったため。指標②（居住人
口）

・大垣駅南街区市街地再開発事業は、当初、平成26年度内の完成を目指していたが、施設規模の変更等による事業計画の変更が行われた結果、計画期間内での完成には至
らず、居住人口の増加には繋がらなかった。

　市街地再開発事業については、平成27年2～5月に参加組合員による住宅販売が行われ、全112戸即日完売の結果となり、周辺での民間マンション建設が着工されたほか、優良建築物等整備事業を活用した民間マンション建設
の相談を受けるなど、駅周辺における住宅需要は高まっている。
　今後も引き続き、市街地再開発事業を次期計画「大垣駅周辺の賑わいと憩いの創出と都心居住の促進」に位置付け、平成28年9月の竣工を目指して事業推進を図るとともに、当該事業を起点として都心居住の促進に繋げるも
のである。

・市街地再開発事業の施行区域内を通る水路敷上には、従前、老朽化した大垣市の自転車駐車場が存在していたが、再開発事業により水路敷を移設させ土地の整除を行っ
たことで、区域内敷地に新たな自転車駐車場を整備することができ、利用者の利便性・安全性の向上に繋がった。

指標①（休日歩
行者及び自転車
通行量）

事業区域内の既設道水路を移設することにより、施設建築敷地の整序ができ土地の有効活用が図られる。また、自然に親しみやすい親水空間を創出し居住環境の向上を図る。

奥の細道むすびの地記念館をより充実した設備にすることで、大垣市中心市街地の休日歩行者及び自転車通行量の増加を図る。

一体的に実施することにより期待される効果

中心市街地の外部から中心市街地への居住を促し、都心居住の促進を図る。



（参考図面）地域住宅支援

計画の名称 1 大垣駅周辺の賑わいの創出と都心居住の促進

計画の期間 平成22年度　～　平成26年度　（5年間） 大垣市交付対象

JR大垣駅

大垣市役所

１－Ａ１－２

奥の細道むすびの地記念館整備事業

ＪＲ東海道本線

大垣城

大垣公園

主要地方道大垣停車場線

県道西大垣停車場線

主要地方道大垣一宮線

１－Ａ１－１

大垣駅南街区市街地再開発事業

１－C－3

大垣駅南街区道水路再整備事業

１－Ｂ－１

見取公園

奥の細道むすびの地記念館

（完成写真）

大垣駅南街区

（イメージ）

中心市街地活性化基本計画区域
　Ａ＝168ha

１－Ｃ－２

奥の細道むすびの地記念館設備事業

１－C－１

まちなか住宅取得支援事業事業
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